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本
会
顧
問
、
中
村
直
勝
博
士
は
、
昭
和
五
十
一
年
二
月
二
十
三
日

午
前
九
時
、

の
自
宅
に
お
い
て
心

筋
梗
塞
の
た
め
急
逝
さ
れ
た
。
享
年
八
十
五
歳
、
こ
こ
に
慰
し
ん
で

哀
悼
の
意
を
捧
げ
る
も
の
で
あ
る
。

　
博
士
は
明
治
二
十
三
年
六
月
七
日
、
滋
賀
県
大
津
市
長
等
神
社
の

神
官
の
家
に
生
れ
ら
れ
た
。
第
三
高
等
学
校
を
経
て
、
京
都
帝
国
大

学
文
科
大
学
に
入
学
。
大
正
四
年
七
月
卒
業
の
の
ち
大
学
院
に
入
学

し
て
古
文
書
学
を
専
攻
さ
れ
、
翌
年
文
科
大
学
副
手
と
な
り
、
同
七

年
九
月
に
は
文
科
大
学
教
務
を
嘱
託
さ
れ
た
。
翌
年
第
三
高
等
学
校

講
師
を
嘱
託
さ
れ
、
同
九
年
第
三
高
等
学
校
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
た
。

つ
い
で
昭
和
二
年
七
月
文
学
部
助
教
授
を
兼
任
さ
れ
、
古
文
書
学
の

講
義
を
担
当
さ
れ
て
、
昭
和
二
十
三
年
一
月
退
官
さ
れ
る
ま
で
、
長

年
月
に
わ
た
っ
て
研
究
に
専
念
さ
れ
る
と
共
に
、
後
進
の
指
導
に
当

ら
れ
た
。
こ
の
間
昭
和
十
三
年
に
は
神
武
天
皇
聖
蹟
調
査
委
員
会
委

員
に
任
命
さ
れ
、
多
難
な
戦
中
・
戦
後
の
混
乱
期
を
第
三
高
等
学
校

で
の
本
務
と
京
都
大
学
で
の
講
義
・
研
究
に
尽
力
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
博
士
は
、
幼
年
よ
り
神
官
と
し
て
の
薫
陶
を
蒙
ら
れ
た
た
め
か
、

国
史
学
専
攻
な
が
ら
、
神
砥
学
方
面
に
御
造
詣
が
深
く
、
自
ら
も
敬

虚
な
宗
教
家
で
あ
ら
れ
た
。
そ
の
学
殖
は
、
史
料
集
『
春
日
神
社
文

書
』
、
『
談
山
神
社
文
書
』
等
の
刊
行
や
『
神
社
文
化
史
』
の
著
述
に

も
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
て
い
る
。
博
士
の
専
門
分
野
は
、
日
本
古
文

書
学
を
中
心
に
、
民
衆
生
活
を
も
対
象
に
含
ん
だ
社
会
経
済
史
に
お

よ
び
、
時
代
も
中
世
を
中
心
に
古
代
か
ら
近
世
へ
と
幅
広
く
、
　
『
経

済
史
観
日
本
』
や
『
中
村
直
勝
日
本
史
』
な
ど
通
史
的
な
概
説
も
も

の
さ
れ
て
い
る
。

　
博
士
は
三
浦
周
行
博
士
の
下
で
古
文
書
学
と
荘
園
史
の
研
究
を
進

め
ら
れ
、
大
学
御
卒
業
後
三
年
目
に
『
史
林
』
に
「
古
文
書
の
折
紙

に
就
て
」
と
い
う
論
文
を
発
表
さ
れ
て
い
る
。
博
士
の
古
文
書
に
対

す
る
情
熱
は
、
戦
前
す
で
に
『
日
本
古
文
書
学
』
（
日
本
文
学
社
、
国

史
講
座
の
一
）
と
し
て
結
実
し
て
い
た
が
、
自
ら
も
熱
心
に
古
文
書

の
蒐
集
に
あ
た
ら
れ
、
戦
後
博
士
の
古
稀
記
念
に
さ
い
し
て
『
中
村
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直
勝
博
士
蒐
集
古
文
書
『
（
中
村
直
勝
博
士
古
稀
記
念
会
刊
）
と
し
て

公
刊
さ
れ
た
。
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
博
士
自
ら
「
隻
柏
文
庫
」
と

称
さ
れ
、
同
書
公
刊
の
音
更
に
三
百
余
光
の
多
き
を
加
え
て
大
和
文

華
館
に
譲
渡
さ
れ
、
現
在
同
館
に
総
数
六
六
五
点
が
収
蔵
さ
れ
て
い

る
。
一
方
で
晩
年
の
博
士
は
御
自
分
の
古
文
書
学
を
体
系
化
す
べ
く
、

大
著
『
日
本
古
文
書
学
』
三
巻
（
角
川
書
店
刊
）
の
執
筆
に
心
血
を

傾
注
さ
れ
、
す
で
に
生
前
、
未
刊
の
下
巻
分
も
脱
稿
し
て
お
ら
れ
た

の
は
不
幸
中
の
幸
い
と
申
す
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
博
士
の
も
う
一
つ
の
主
要
研
究
領
域
で
あ
る
荘
園
史
は
、
大
正
十

一
年
「
後
槍
と
後
夏
帯
」
（
『
歴
史
と
地
理
』
1
0
1
3
）
を
皮
切
り
に
、

次
々
と
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
が
、
そ
の
基
礎
を
な
し
て
い
た
も
の
は
、

総
数
万
を
越
す
肥
大
な
中
世
史
料
『
東
大
寺
文
書
』
の
整
理
と
影
写

の
作
業
で
あ
る
。
翌
大
正
十
二
年
に
　
『
史
林
』
に
公
表
さ
れ
た
博

士
の
「
荘
民
の
生
活
一
特
に
伊
賀
黒
田
庄
に
関
し
て
一
」
（
『
史

林
』
1
7
1
2
・
3
）
は
、
い
わ
ゆ
る
“
悪
党
”
の
歴
史
的
意
味
を
は

じ
め
て
追
求
さ
れ
た
画
期
的
な
論
文
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
後
の

長
い
「
黒
田
庄
研
究
史
」
の
幽
発
点
に
位
置
す
る
記
念
碑
的
作
品
と

な
っ
た
。
こ
う
し
て
伊
賀
誘
導
荘
、
播
磨
大
部
庄
、
美
濃
大
井
・
茜

部
課
な
ど
博
士
の
個
別
荘
園
を
対
象
と
し
た
研
究
は
、
そ
れ
ぞ
れ
各

分
野
の
先
駆
的
業
績
と
し
て
の
地
位
を
ほ
し
い
ま
ま
に
す
る
こ
と
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
後
に
『
荘
園
の
研
究
』

（
昭
和
十
四
年
、
星
野
書
店
刊
）
と
し
て
集
大
成
さ
れ
、
学
位
論
文

と
な
っ
た
。
と
く
に
博
士
の
研
究
は
、
荘
民
の
生
活
に
も
注
意
深
い

目
が
注
が
れ
る
と
と
も
に
、
院
領
の
伝
導
関
孫
を
糾
明
し
た
も
の
が

多
く
、
終
戦
後
の
新
た
な
荘
園
史
研
究
に
基
礎
的
資
料
を
提
供
し
た

と
言
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
今
日
で
も
不
朽
の
意
義
を
失
っ
て
い

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
博
士
の
学
問
的
関
心
は
古
文
書
学
と
荘
園
の
み

に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
す
で
に
大
正
十
一
年
、
博
士
は

三
十
蓄
電
の
若
さ
で
内
外
書
籍
刊
の
『
零
本
文
化
史
（
南
北
朝
）
』

を
執
筆
し
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
政
治
・
経
済
・
文
化
を
総
合
し

て
、
統
一
的
な
晴
代
像
を
謡
え
ん
と
し
た
比
較
的
早
い
著
作
と
し
て
、

今
な
お
学
界
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
博
士
の
南
北
朝
時
代
に

対
す
る
関
心
は
『
南
朝
の
研
究
』
（
昭
和
二
年
、
星
野
書
店
）
、
　
『
弾

器
親
房
』
（
同
七
年
、
同
）
、
　
『
吉
野
朝
史
』
（
同
十
年
、
同
）
と
し
て

次
々
に
公
刊
さ
れ
、
戦
前
に
お
け
る
最
も
優
れ
た
南
北
朝
史
家
と
し

て
の
地
位
を
不
動
の
も
の
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
博
士
は
退
官
後
一
時
近
畿
日
本
鉄
道
の
嘱
託
と
な
り
、
昭
和
三
十

一
年
京
都
女
子
大
学
教
授
、
つ
い
で
昭
和
四
十
一
年
大
手
前
女
子
大

学
学
長
に
迎
え
ら
れ
、
後
進
の
指
導
に
当
ら
れ
な
が
ら
、
な
お
研
究

意
欲
は
旺
盛
で
、
晩
年
は
日
本
古
文
書
学
会
の
会
長
に
推
さ
れ
、
文

字
通
り
学
会
の
長
老
と
し
て
重
き
を
な
し
て
お
ら
れ
た
こ
と
は
記
憶

に
新
し
い
。
ま
た
一
方
で
歴
史
学
の
啓
蒙
に
も
意
を
用
い
ら
れ
、
終

生
京
都
の
地
を
愛
さ
れ
た
博
士
に
は
、
　
『
京
の
魅
力
』
な
ど
名
文
を

駆
使
さ
れ
た
一
般
向
け
の
著
書
が
多
い
。
　
　
　
　
　
（
今
谷
明
詑
）
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